
平成２８年 第１回

士幌町議会定例会議案

平成２８年３月４日



議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

平成２７年度士幌町一般会計補正予算

平成２７年度士幌町国民健康保険事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町介護保険事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町介護サービス事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町簡易水道事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町公共下水道事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町農業共済事業特別会計補正予算

平成２７年度士幌町国民健康保険病院事業会計補正予算

農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価を定めることについて

農業共済事業家畜共済危険段階共済掛金率等の変更について

平成２８年度農業共済事業の損害防止実施に伴う特別積立金の取崩しについて

定住自立圏形成協定の変更について

監査委員の選任について

農業共済事業運営協議会委員の委嘱について

損害評価会委員の委嘱について

士幌町課設置条例の一部を改正する条例案

士幌町子ども交流センター設置条例案

士幌町学童保育所条例の全部を改正する条例案

士幌町地域創造発信拠点施設設置条例案

士幌町役場出張所設置条例案

士幌町行政不服審査会条例案

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案

士幌町防災会議条例の一部を改正する条例案

士幌町職員の公務員倫理に関する条例の一部を改正する条例案

士幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例

の一部を改正する条例案

士幌町総合研修センター設置条例の一部を改正する条例案

士幌町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例案

平成２８年度士幌町一般会計予算

平成２８年度士幌町国民健康保険事業特別会計予算

平成２８年度士幌町後期高齢者医療事業特別会計予算

平成２８年度士幌町介護保険事業特別会計予算

平成２８年度士幌町介護サービス事業特別会計予算

平成２８年度士幌町簡易水道事業特別会計予算

平成２８年度士幌町公共下水道事業特別会計予算

平成２８年度士幌町農業共済事業特別会計予算

平成２８年度士幌町国民健康保険病院事業会計予算
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上記の議案を別紙のとおり提出する。

平成２８年３月４日

士幌町議会議長 加納 三司 様

士幌町長 小林 康雄
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議案第10号

農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価を定めることについて

平成 28 年度における農業共済事業事務費賦課総額及び賦課単価を定めるため、士幌

町農業共済条例第５条第２項の規定により、議会の議決を求める。

１ 賦課総額 60,617 千円

２ 賦課単価

（１）麦共済割

加入面積 10ａ当たり 420 円

（２）家畜共済割

① 乳牛の雌等及び肉用牛等

加入頭数１頭につき 1,500 円とする。ただし、101 頭以上の加入者は 101 頭

目から１頭につき 1,000 円、201 頭目からは１頭につき 600 円、1,001 頭目から

は１頭につき 500 円とする。なお、胎児は賦課しないこととする。

② 肉豚 加入頭数１頭につき 100 円とする。

③ 種豚 加入頭数１頭につき 700 円とする。

④ その他の家畜 加入頭数１頭につき 3,000 円とする。

⑤ 年度中間の引受（短期加入）に係る賦課金は月数割とする。ただし、追加引

受に係る①の頭数区分は追加引受の単位とする。

⑥ 事故除外選択対象畜についても上記基準と同様とする。

（３）畑作物共済割

① ばれいしょ１類 加入面積 10ａ当たり 170 円

② ばれいしょ２類 加入面積 10ａ当たり 170 円

③ ばれいしょ３類 加入面積 10ａ当たり 220 円

④ ばれいしょ４類 加入面積 10ａ当たり 220 円

⑤ 大豆 加入面積 10ａ当たり 170 円

⑥ 小豆 加入面積 10ａ当たり 240 円

⑦ いんげん 加入面積 10ａ当たり 170 円

⑧ てん菜 加入面積 10ａ当たり 90 円

⑨ スイートコーン 加入面積 10ａ当たり 70 円

⑩ たまねぎ 加入面積 10ａ当たり 440 円

⑪ そば 加入面積 10ａ当たり 70 円

⑫ かぼちゃ 加入面積 10ａ当たり 70 円

説 明

士幌町農業共済条例第５条第２項の規定に基づき、議会の議決を求めるものである。
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議案第11号

農業共済事業家畜共済危険段階共済掛金率等の変更について

士幌町農業共済条例第62条第２項の規定による乳用成牛及び肥育用成牛に関する

危険段階共済掛金率等を別紙のとおり変更するとともに、段階ごとの見込共済金額、

段階ごとの平均被害率の範囲、段階ごとの平均被害率の平均及び段階ごとの危険指数

を別紙のとおりとする。

説 明

乳用成牛及び肥育用成牛の危険段階共済掛金率等を、別紙のとおり変更するもので

ある。
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議案第12号

平成 28 年度農業共済事業の損害防止実施に伴う特別積立金の取崩しについて

農業共済事業の損害防止実施に伴い、士幌町農業共済条例第 155 条第５項の規定に

基づき、次のとおり特別積立金を取崩すものとする。

家畜共済勘定

区分
平成 27 年度

特別積立金現在高

平成 28 年度

取崩し予定額
取崩し金額の用途

家畜 134,478,340 円 1,000,000 円 一般損害防止事業

説 明

士幌町農業共済条例第 155 条第５項の規定に基づき､議会の議決を求めるものであ

る。
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議案第13号

定住自立圏形成協定の変更について

帯広市との間において、別紙のとおり定住自立圏形成協定を変更する。

説 明

定住自立圏形成協定の変更について、士幌町議会の議決すべき事件に関する条例第

２条第２号の規定により、議決を求めるものである。
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別紙

定住自立圏の形成に関する協定書の

一部を変更する協定書

平成２８年３月

帯広市・士幌町
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定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書

帯広市（以下「甲」という。）と士幌町（以下「乙」という。）は、平成２３年７月７

日に締結した定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定を次のとおり締

結する。

別表第１から別表第３までを次のように改める。

別表第１（第３条関係）

生活機能の強化に係る政策分野

１ 医療

（１）救急医療体制等の確保

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域の救急医療体制等

を確保するため、圏域唯一

の三次救急医療機関であ

る救命救急センター等の

維持・充実を図るととも

に、患者の症状に応じた適

切な医療機関の利用の啓

発に努める。

ア 救急医療体制等の維

持を図るため、医療機関

に対して、必要な協力及

び支援を行う。

イ 適切な救急医療機関

の利用について、甲の住

民に啓発を行う。

ア 救急医療体制等の維

持を図るため、医療機関

に対して、必要な協力及

び支援を行う。

イ 適切な救急医療機関

の利用について、乙の住

民に啓発を行う。

（２）地域医療体制の充実

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域の地域医療体制の

充実を図るため、圏域内に

おける医療従事者の確保

に努めるとともに、圏域が

抱える地域医療の課題解

決に向けた検討をすすめ

る。

ア 圏域内の看護師など

を確保するため、看護学

校などに対して、必要な

協力及び支援を行う。

イ 検討会議を主催する

など圏域が抱える地域

医療の課題解決に向け、

乙と連携して取組をす

すめる。

ア 圏域内の看護師など

を確保するため、看護学

校などに対して、必要な

協力及び支援を行う。

イ 甲が主催する検討会

議に参加するなど圏域

が抱える地域医療の課

題解決に向け、甲と連携

して取組をすすめる。
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２ 福祉

（１）地域活動支援センターの広域利用の促進

取組内容 甲の役割 乙の役割

障害者の自立と社会参

加の促進を図るため、地域

活動支援センターの広域

利用をすすめる。

ア 地域活動支援センタ

ーの広域利用に関する

連携に努める。

イ 連携に関する調整や

助言を行う。

地域活動支援センター

の広域利用に関する連携

に努める。

（２）保育所の広域入所の充実

取組内容 甲の役割 乙の役割

日常生活圏の拡大や住

民ニーズの多様化に対応

した保育所の広域入所な

ど圏域の子育て支援の取

組をすすめる。

保育サービスの充実を

図るとともに、保育所の広

域入所に関する連携に努

める。

保育サービスの充実を

図るとともに、保育所の広

域入所に関する連携に努

める。

（３）高齢者の生活支援体制の構築

取組内容 甲の役割 乙の役割

高齢者の徘徊などにつ

いて、広域での情報共有や

対応体制の構築を図ると

ともに、圏域が抱える介護

士不足等の課題解決に向

けた取組をすすめる。

ア 甲独自のネットワー

クを通じての捜索や、圏

域町村との連携などに

より、徘徊時における高

齢者やその家族を支援

する。

イ 圏域が抱える介護士

不足等の課題解決に向

け、乙と協議し、連携し

て取組をすすめる。

ア 乙独自のネットワー

クの活用を通じての捜

索や、圏域市町村との連

携などにより、徘徊時に

おける高齢者やその家

族を支援する。

イ 圏域が抱える介護士

不足等の課題解決に向

け、甲と協議し、連携し

て取組をすすめる。
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３ 教育

（１）図書館の広域利用の促進

取組内容 甲の役割 乙の役割

図書館の広域利用を促

進するため、図書館相互の

連携を強化する。

圏域の郷土資料や行事

等の情報収集、職員の資質

向上の取組など、図書館の

連携強化に関する総合的

な調整を行うとともに、圏

域の図書館情報を甲の住

民に提供する。

甲と連携して、図書館の

連携強化に取り組むとと

もに、圏域の図書館情報を

乙の住民に提供する。

（２）生涯学習の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域住民の生涯学習を

推進するため、生涯学習施

設の利用を促進する。

圏域の生涯学習施設の

利用案内や催事、講座、講

演会などの情報を共有し、

甲の住民に情報を提供す

るとともに、圏域の住民を

対象にした教室、講座など

を乙と連携して取り組む。

圏域の生涯学習施設の

利用案内や催事、講座、講

演会などの情報を共有し、

乙の住民に情報を提供す

るとともに、圏域の住民を

対象にした教室、講座など

を甲と連携して取り組む。

（３）スポーツ大会等の誘致

取組内容 甲の役割 乙の役割

スポーツ大会等を誘致

するため、管内におけるス

ポーツ施設の利用調整や

宿泊環境についての連携

体制を強化するほか、大規

模な大会等に対応できる

施設・設備環境を充実す

る。

ア 乙及び競技団体等と

連携し、大会等の開催情

報の収集・共有や誘致活

動を行う。

イ 大会等の開催に必要

な競技施設・宿泊施設等

に関する管内調整を行

う。

ウ 大規模な大会等に対

応できる施設・設備環境

を充実する。

ア 甲及び競技団体等と

連携し、大会等の開催情

報の提供や誘致活動に

協力する。

イ 甲が行う競技施設・宿

泊施設等に関する管内

調整に協力する。

ウ 大規模な大会等に対

応できる施設・設備環境

を充実する。
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４ 産業振興

（１）農商工・産学官連携及び地域ブランドづくりの推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

公益財団法人とかち財

団や関係機関と連携して、

農商工・産学官連携事業を

推進するとともに、十勝圏

域における地域ブランド

（十勝ブランド）確立のた

め、ＰＲ事業などの取組を

すすめる。

ア 公益財団法人とかち

財団など関係機関との

連絡調整を図るととも

に、乙と連携し、農商

工・産学官連携事業を推

進する。

イ 地域ブランドの確立

に向けた取組を乙と連

携して行う。

ア 公益財団法人とかち

財団など関係機関や甲

と連携し、農商工・産学

官連携事業を推進する。

イ 地域ブランドの確立

に向けた取組を甲と連

携して行う。

（２）フードバレーとかちの推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

農林水産業や食を柱と

する地域産業政策「フード

バレーとかち」を、圏域全

体で推進する。

「フードバレーとかち」

を推進するため、協議会を

設置・運営するとともに、

「フードバレーとかち」に

関する取組を乙と連携し

て推進する。

協議会に参画するとと

もに、「フードバレーとか

ち」に関する取組を甲と連

携して推進する。

（３）企業誘致の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

首都圏などの企業への

発信力を高めるため、圏域

が一体となった企業立地

ＰＲを行う。

圏域が一体となった企

業立地ＰＲに向けた情報

の集約や連絡調整を行う。

圏域が一体となった企

業立地ＰＲに向けた情報

の集約などに協力する。

- 19 -



（４）中小企業勤労者の福祉向上

取組内容 甲の役割 乙の役割

とかち勤労者共済セン

ターが実施する福利厚生

事業の実施に対する必要

な支援を行うとともに、中

小企業の加入促進に向け

た取組をすすめる。

市町村連絡協議会を主

催するとともに、甲の区域

内の企業に対し加入を促

進する。

市町村連絡協議会に参

加するとともに、乙の区域

内の企業に対し加入を促

進する。

（５）広域観光の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

十勝観光連盟をはじめ

とする観光関連団体と連

携してイベントなどを行

うとともに、観光案内所や

コンベンション施設、体験

観光など広域観光に関す

る情報の共有や取組の充

実を図る。

ア 帯広観光コンベンシ

ョン協会と十勝観光連

盟の連携を強化する。

イ 十勝の魅力発信に係

る連携事業の企画や各

種イベント情報などの

集約や調整を行う。

ウ 観光案内所の充実を

図るなど観光客が周遊

しやすい環境づくりを

すすめるとともに、周遊

ルートの開発や観光情

報の提供を行う。

ア 十勝観光連盟の事業

に参画する。

イ 十勝の魅力発信に係

る連携事業の提案や各

種イベント情報の集約

に協力する。

ウ 観光案内所の充実を

図るなど観光客が周遊

しやすい環境づくりを

すすめるとともに、観光

資源の開発や観光情報

の提供を行う。

（６）農業振興と担い手の育成

取組内容 甲の役割 乙の役割

営農技術の向上や防疫

対策など農業振興に関す

る広域的な取組をすすめ

るとともに、地域の担い手

を育成するため、合同研修

会などを開催する。

ア 営農技術や広域的な

農畜産業の課題などに

関する情報の集約や関

係機関との連絡調整を

図るとともに、甲の区域

内の農業者に対する普

及・啓発を行う。

イ 合同研修会の開催に

関する調整を行う。

ア 営農技術や広域的な

農畜産業の課題などに

関する情報の集約に協

力するとともに、乙の区

域内の農業者に対する

普及・啓発を行う。

イ 合同研修会の開催に

関して、甲と連携して取

り組む。
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（７）鳥獣害防止対策の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

被害情報や出没情報な

ど、圏域内の鳥獣害防止対

策に関する情報交換を行

い、効率的・効果的な駆除

を推進する。

鳥獣害防止対策に関す

る情報交換を行い、関係町

村と調整を図るとともに、

対象鳥獣の駆除を行う。

鳥獣害防止対策に関す

る情報交換を行い、対象鳥

獣の駆除を行う。

（８）航空宇宙産業基地構想の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

航空宇宙産業基地に関

する調査研究や啓発活動、

関係機関との連絡調整な

どをすすめる。

とかち航空宇宙産業基

地誘致期成会の事務局と

して、乙及び関係機関等と

連携した取組をすすめる。

構想の推進に向け、甲及

び関係機関等と連携した

取組をすすめる。

５ 環境

（１）地球温暖化防止に向けた低炭素社会の構築

取組内容 甲の役割 乙の役割

地球温暖化の原因であ

る温室効果ガスの排出削

減や吸収に寄与する地域

の特色を活かした様々な

取組を行い、圏域全体で地

球温暖化対策を推進し、低

炭素社会の構築を目指す。

環境モデル都市として、

環境モデル都市行動計画

に基づいた先駆的な取組

を推進するとともに、圏域

への波及を図るため、事業

の効果、知見についての情

報提供や連携に必要な調

整を行う。

低炭素社会の構築に向

けた取組を甲と連携して

推進する。
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６ 防災

（１）地域防災体制の構築

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域の防災力の向上を

図るため、大規模災害発生

時における相互応援体制

を構築する。

ア 大規模災害時におけ

る災害備蓄品や避難施

設の提供、職員の派遣な

ど圏域内の相互応援体

制を整備する。

イ 甲の地域における防

災体制の充実に努める。

ア 甲と連携し、大規模災

害時における災害備蓄

品や避難施設の提供、職

員の派遣など圏域内の

相互応援体制を整備す

る。

イ 乙の地域における防

災体制の充実に努める。

別表第２（第３条関係）

結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

１ 地域公共交通

（１）地域公共交通の維持確保と利用促進

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域住民の移動手段の

確保や利便性の向上を図

るため、生活交通路線の維

持確保と利用促進の取組

をすすめる。

生活交通路線の維持確

保と利用促進に向けた取

組を乙と連携して行う。

生活交通路線の維持確

保と利用促進に向けた取

組を甲と連携して行う。
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２ 地産地消の推進

（１）地産地消の推進

取組内容 甲の役割 乙の役割

消費者が圏域の地産地

消情報を入手できる環境

を整備するとともに、関係

機関と連携した取組を展

開し、地産地消を推進す

る。

ア 圏域の地産地消に係

るイベントや生産者の

情報を集約するととも

に、圏域の地産地消情報

を甲の住民に提供する。

イ 地産地消に関するイ

ベントなどに取り組む。

ア 地産地消に係るイベ

ントや生産者の情報の

集約に協力するととも

に、圏域の地産地消情報

を乙の住民に提供する。

イ 地産地消に関するイ

ベントなどに取り組む。

３ 移住・交流の促進

（１）移住・交流の促進

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域の移住関連情報を

一体的に発信し、移住・交

流を促進する。

帯広市東京事務所など

甲の都市機能を活用し、圏

域の移住関連情報を一体

的に発信する。

甲の都市機能の活用や

各種事業などを通して、乙

の移住関連情報を発信す

る。

（２）結婚を希望する若者の支援

取組内容 甲の役割 乙の役割

北海道が推進する結婚

支援ネットワークの構築

に参画・協力し、結婚を応

援する気運の醸成や結婚

支援事業の活性化を図り、

結婚を希望する若者を支

援する。

結婚支援ネットワーク

に参画し、北海道とともに

総合調整を行うほか、関連

事業の実施等に協力する。

結婚支援ネットワーク

に参画し、関連事業の実施

等に協力する。
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別表第３（第３条関係）

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

１ 人材育成

（１）職員研修及び圏域内人事交流

取組内容 甲の役割 乙の役割

圏域内市町村職員の資

質向上や人的ネットワー

クの構築を図るため、職員

研修を合同で実施すると

ともに、圏域内人事交流を

行う。

ア 甲が実施する職員研

修に関する情報を乙に

提供し、乙の職員が参加

する機会を設ける。

イ 必要に応じて圏域内

人事交流を行う。

ア 甲が実施する職員研

修に協力するとともに、

必要に応じて乙の職員

を参加させる。

イ 必要に応じて圏域内

人事交流を行う。

２ データ分析

（１）圏域レベルのデータ集積・活用

取組内容 甲の役割 乙の役割

定住自立圏の施策の効

果的な推進を図るため、ビ

ッグデータ等を活用し、さ

まざまな角度から十勝圏

の現状分析を行う。

大学や関係機関等から

なる実行委員会を組織し、

事務局として分析をすす

める。

必要なデータの提供や

分析の一部を行うなど、実

行委員会に協力する。
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この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲及び乙が記名押印の上、各自そ

の１通を保有する。

平成 年 月 日

帯広市西５条南７丁目１番地

甲 帯広市

帯広市長 米 沢 則 寿

河東郡士幌町字士幌２２５番地

乙 士幌町

士幌町長 小 林 康 雄
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議案第14号

監査委員の選任について

次の者を監査委員に選任したいので、地方自治法第196条の規定により、議会の同意

を求める。

住 所 士幌町字士幌西２線171番地56

氏 名 佐 藤 宣 光

生年月日 昭和23年９月10日生

説 明

地方自治法第196条の規定により、議会の同意を求めるものである。
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議案第15号

農業共済事業運営協議会委員の委嘱について

次の者を農業共済事業運営協議会委員に委嘱したいので、士幌町農業共済条例第

157条第２項の規定により、議会の同意を求める。

住 所 氏 名 生年月日

士幌町字上音更西５線168番地 佐々木 健 二 S35．３．20

士幌町字士幌東13線180番地 堀 江 徳 仁 S38．２．１

士幌町字中士幌東８線119番地 小 野 春 信 S37．５．５

士幌町字士幌西３線172番地 鎌 田 尚 吾 S46．３．６

士幌町字上音更西６線230番地11 曽 我 透 S46．２．12

士幌町字士幌東５線166番地 菊 地 和 浩 S37．８．30

士幌町字中士幌幹東１線86番地 中 島 康 治 S30．９．30

士幌町字士幌東７線147番地 山 田 敏 明 S31．11．29

士幌町字士幌東３線172番地 藤 内 和 美 S35．２．15

士幌町字士幌東２線166番地 加 納 利 男 S33．１．18

士幌町字士幌東14線164番地 中 島 直 行 S39．１．３

士幌町字士幌東13線204番地３ 大 野 祐 史 S32．７．３

士幌町字士幌東６線157番地 佐 野 浩 明 S36．10．７

士幌町字下居辺北４線88番地４ 大 塚 亨 S40．３．14

士幌町字上音更西７線65番地３ 曽 我 弘 美 S44．２．16

士幌町字士幌東１線137番地 髙 橋 正 道 S27．９．10

士幌町字士幌東７線197番地の10 山 田 英 寿 S41．６．30

説 明

農業共済事業運営協議会委員の任期満了に伴い、新たに委員を委嘱したいため、議

会の同意を得ようとするものである。
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議案第16号

損害評価会委員の委嘱について

次の者を損害評価会委員に委嘱したいので、士幌町農業共済条例第162条の規定に

より、議会の同意を求める。

住 所 氏 名 生年月日

士幌町字士幌西３線158番地130 時 光 宏 三 S33．11．17

士幌町字士幌西２線170番地19 樋 山 晃 S37．９．７

士幌町字士幌200番地70 木 谷 文 彦 S34．10．９

士幌町字士幌200番地72 山 木 博 己 S37．５．31

士幌町字士幌西２線156番地65 西 沢 尚 之 S45．２．１

士幌町字士幌西２線168番地49 髙 橋 弘 行 S40．12．26

士幌町字士幌幹線155番地37 久 保 武 美 S39．１．18

士幌町字士幌幹西１線171番地39 吉 川 恵 介 S45．10．４

士幌町字士幌200番地54 仲 野 貴 之 S48．10．25

士幌町字中士幌西２線81番地43 髙 橋 勇 司 S39．12．４

士幌町字士幌幹線155番地32 森 下 雅 一 S39．10．23

士幌町字士幌西２線170番地21 尾 関 博 幸 S43．６．６

士幌町字士幌西２線158番地ﾎｸﾚﾝ住宅３号 竹 本 治 人 S52．６．９

士幌町字士幌西２線158番地ﾎｸﾚﾝ住宅２号 小 貫 大 輔 S57．５．３

幕別町札内桂町566番地の109 菅 原 信 治 S41．12．27

帯広市東11条南16丁目1番51 堀 内 稔 S30．２．12

士幌町字中士幌基線82番地 藤 田 信 夫 S21．８．15

士幌町字中士幌東８線107番地 阿 部 実 S33．11．12

士幌町字士幌東３線167番地 柴 田 喜美夫 S23．６．29

士幌町字士幌幹線157番地 加 納 俊 美 S25．８．28

士幌町字士幌東１線176番地 吉 田 勲 S20．２．11

士幌町字士幌東１線215番地５ 西 部 正 S30．２．22

士幌町字士幌東４線179番地 野 村 義 博 S30．９．11

士幌町字士幌東10線202番地 河 村 敏 弘 S31．10．９

士幌町字士幌東14線159番地 山 田 真 人 S30．５．１

士幌町字士幌東17線185番地 瀨 口 隆 宏 S27．１．22

士幌町字下居辺南２線90番地 山 根 一 則 S28．12．17

士幌町字上音更92番地 岡 田 智 明 S44．２．８

士幌町字上音更313番地 岡 田 祥 一 S29．１．23

士幌町字上音更西４線226番地 髙 橋 剛 S27．２．10

説 明

損害評価会委員の任期満了に伴い、新たに委員を委嘱したいため、議会の同意を得

ようとするものである。
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議案第17号

士幌町課設置条例の一部を改正する条例案

士幌町課設置条例の一部を改正する条例

士幌町課設置条例（平成15年条例第５号）の一部を次のように改正する。

第１条に次の１項を加える。

消防課

第２条子ども課の項中第４号を削り、同項第５号を第４号とする。

第２条に次の１項を加える。

消防課

(1) 消防団に関する事項

(2) その他、消防に関する事項

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

学童保育に関する事務を子ども課から教育委員会に移行するため、また、消防署職

員を町の職員として併任することから、その職員の配置及び業務を規定するため、条

例を改正するものである。
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議案第18号

士幌町子ども交流センター設置条例案

士幌町子ども交流センター設置条例

（設置）

第１条 児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことを目的

として、士幌町子ども交流センター（以下「センター」という ）を設置する。。

（名称及び位置）

第２条 センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

(1) 名称 士幌町子ども交流センター

(2) 位置 士幌町字士幌西３線211番地62

（管理運営）

第３条 センターの管理運営は、教育委員会が行う。

２ センターの運営について必要があると認めるときは、業務の一部を委託すること

ができる。

（委任）

第４条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

地方自治法第2 4 4条の２第１項の規定に基づき、条例を制定するものである。
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議案第19号

士幌町学童保育所条例の全部を改正する条例案

士幌町学童保育所条例の全部を改正する条例

士幌町学童保育所条例（平成元年条例第６号)の全部を改正する。

（設置）

第１条 児童福祉法（昭和22年法律第164号）第34条の８第１項の規定に基づき放課

、 （ 「 」 。）後児童健全育成事業を行うため 士幌町学童保育所 以下 学童保育所 という

を設置する。

（名称及び位置）

第２条 学童保育所の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置

士幌学童保育所 士幌町字士幌西３線211番地62

中士幌学童保育所 士幌町字中士幌西２線80番地

上居辺学童保育所 士幌町字士幌東７線175番地

佐倉学童保育所 士幌町字士幌東７線132番地

下居辺学童保育所 士幌町字下居辺西２線114番地

西上音更学童保育所 士幌町字上音更西３線229番地

新田学童保育所 士幌町字上音更21番地

（管理運営）

第３条 学童保育所の管理運営は、教育委員会が行う。

２ 学童保育所の運営について必要があると認めるときは、業務の一部を適当と認め

る者に委託することができる。

（入所資格）

第４条 学童保育所に入所することができる資格を有する者は、小学校に就学してい

る児童であって、当該児童の保護者が、教育委員会規則で定める事情に該当すると

きとする。

（入所手続）

第５条 前条に規定する入所資格を有する児童の保護者は、当該児童の学童保育所へ

の入所を希望するときは、教育委員会に申し込み、その承認を受けなければならな

い。

（入所の制限）

第６条 教育委員会は、学童保育所に入所しようとする児童が、次の各号のいずれか

に該当するときは、入所を制限することができる。

(1) 病気その他の理由により集団生活に適さないと認められるとき。

(2) 前号に掲げるもののほか、管理運営に支障を及ぼすと認められるとき。
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（入所の承認の取消し）

第７条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当するときは、入所の承認を取り消

すことができる。

(1) 学童保育所に入所している児童(以下「入所児童」という。)が、第４条に規定

する入所資格を有しなくなったとき。

(2) 入所児童について正当な理由がなく長期間にわたって学童保育所において支援

を受けた実績がないとき。

(3) 入所児童の保護者が偽りその他不正の手段により入所の承認を受けたとき。

(4) その他学童保育所において支援を行うことが困難であると認められる事情が生

じたとき。

（休所日及び開所時間）

第８条 学童保育所の休所日及び開所時間は、地域の実情に応じて教育委員会が別に

定める。

（学童保育使用料）

第９条 学童保育使用料は、入所児童１人につき月額1,500円とする。ただし、開所

時間の終期が午後５時以前である学童保育所の学童保育使用料は、入所児童１人に

つき月額1,000円とする。

２ 当該月の通所することができる日数が当該月の開所日数の２分の１に満たない場

合における学童保育使用料については、前項に規定する学童保育使用料の２分の１

の額とする。

（学童保育使用料の減免）

第10条 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、教育委員会規則の定めると

ころにより学童保育使用料を減免することができる。

（学童保育使用料の還付）

第11条 既納の学童保育使用料は還付しない。ただし、教育委員会が特別の理由があ

ると認めたときは、この限りでない。

（委任）

第12条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

士幌町子ども交流センターの設置に伴い士幌学童保育所の位置を改め、北中音更小

学校の閉校に伴い北中音更学童保育所を閉所し、子育て支援のため学童保育使用料の

額を引き下げし、学童保育所に係る事務を教育委員会に委任するため、条例の全部を

改正するものである。
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議案20号

士幌町地域創造発信拠点施設設置条例案

士幌町地域創造発信拠点施設設置条例

（設置）

第１条 農畜産物等の地場特産品の販売により地域産業の活性化を図るとともに、道

路利用者に対し良好な休憩の場を提供し、かつ、地域情報を発信することにより商

工観光の振興及び町民と来訪者との交流を促進することを目的とし、士幌町地域創

造発信拠点施設（以下「施設」という。）を設置する。

（名称及び位置）

第２条 施設の名称及び位置は、次のとおりとする。

(1) 名称 士幌町地域創造発信拠点施設

(2) 位置 士幌町字士幌西２線134番地１

（事業）

第３条 施設は、第１条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 農畜産物等の地場特産品及び飲食物その他の物品を販売するための施設設備の

提供に関すること。

(2) 道路利用者への休憩の場の提供に関すること。

(3) 地域情報、観光情報、イベント情報その他情報の提供に関すること。

(4) 地域の住民相互の交流の促進に関すること。

(5) 災害発生時の被災者等への支援に関すること。

(6) 前各号に掲げるもののほか、施設の設置の目的を達成するために町長が必要と

認める事業

（施設の構成）

第４条 施設には、次に掲げる施設設備その他当該施設設備に付随するものを設ける。

(1) 地場産品等販売施設

(2) 飲食提供施設

(3) 軽食提供施設１

(4) 軽食提供施設２

(5) 地域情報提供施設

(6) 道路情報提供施設

(7) 防災備蓄倉庫

(8) 休憩広場

(9) 交流広場

(10)駐車場

（指定管理者による管理）
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第５条 町長は、施設の設置の目的を効果的に達成するため、地方自治法（昭和22年

法律第67号。以下「法」という。）第244条の２第３項の規定により、法人その他の

団体であって町長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に、施設の管理

に関する業務のうち次に掲げるものを行わせる。

(1) 施設（設備及び物品を含む。）の管理運営に関すること。

(2) 施設の利用の許可に関すること。

(3) 利用料金の収受に関すること。

(4) 農畜産物等の地場特産品の展示紹介と普及宣伝に関すること。

(5) イベントの開催及び各種情報を積極的に受発信すること。

(6) 道路利用者の利便性の向上を図ること。

(7) 町民と来訪者の交流促進に関すること。

(8) 前各号に掲げるもののほか、町長が別に定める業務

（休館日及び利用時間）

第６条 施設の休館日及び利用時間は、町長の承認を得て指定管理者が定める。

２ 前項の承認の基準は、施設の利用形態及び利用者の利便性を勘案して町長が別に

定める。

（利用料金）

第７条 町長は、法第244条の２第８項の規定により、指定管理者に施設の利用に係

る料金（以下「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として収受させるも

のとする。

２ 指定管理者は、別表に定める上限額以下で利用料金の額を定めるものとする。

３ 指定管理者は、前項の規定に基づき利用料金の額を定める場合は、町長に申請し、

その承認を得なければならない。

４ 指定管理者は、特別の理由があると認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て、

利用料金を減額し、若しくは免除することができる。

（利用の許可）

第８条 施設を利用しようとする者は、あらかじめ指定管理者の許可を受けなければ

ならない。許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。

２ 指定管理者は、前項の許可をする場合において、必要があるときは、当該許可に

係る利用について条件を付することができる。

３ 指定管理者は、当該許可に係る利用が次の各号のいずれかに該当する場合は、第

１項の許可をしてはならない。

(1) 公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれがあると認められるとき。

(2) 公益に反するとき、災害が発生したとき又は管理上やむを得ない理由が生じた

とき。

(3) 建物及びその備付けの物件を毀損し、又は滅失するおそれのあるとき。

(4) 士幌町暴力団排除条例（平成25年条例第４号）第２条第１号に規定する暴力団
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の利益となると認められるとき。

(5) 前各号に掲げるもののほか、施設の管理上支障があると認めるとき。

（利用権の譲渡等の禁止）

第９条 前条第１項の許可を受けた者は、その権利を他人に譲渡し、又は転貸しては

ならない。

（遵守事項及び指定管理者の指示）

第10条 指定管理者は、施設の利用者の遵守事項を定め、施設の管理上必要があると

きは、その利用者に対し、その都度適宜な指示をすることができる。

（利用の条件の変更、利用の停止及び許可の取消し）

第11条 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当するときは、当該許可に係る利用

の条件を変更し、若しくは利用を停止し、又は利用の許可を取り消すことができる。

(1) 利用者が第８条第２項の規定による条件又は前条の規定による遵守事項若し

くは指示に違反したとき。

(2) 第８条第３項各号のいずれかの規定に該当したとき。

(3) 利用者が不正な手段によって利用の許可を受けたとき。

(4) 公益上又は施設運営上やむを得ない理由が生じたとき。

２ 指定管理者は、利用者が前項各号のいずれかに該当する理由により、同項の処分

を受け、これによって損失を受けることがあっても、その補償の責めを負わないも

のとする。

（利用料金の支払及び還付）

第12条 利用者は、指定管理者が定めた利用料金を、指定管理者が定める納期限まで

に、指定管理者に支払わなければならない。

２ 既納の利用料金は、還付しない。ただし、指定管理者が特に必要と認めるときは、

その全部又は一部を還付することができる。

（特別の設備等の許可）

第13条 利用者は、利用上特別の設備をしようとするとき、又は既設のものに変更を

加え、若しくは特殊な機械等の持込みをしようとするときは、あらかじめ指定管理

者の許可を受けなければならない。

（利用の休止）

第14条 指定管理者は、管理上必要があると認めるときは、町長の許可を得て、その

利用を一時休止することができる。

（原状回復）

第15条 利用者は、施設の利用を終了したとき、又は利用を停止されたとき、若しく

は利用の許可を取り消されたときは、直ちにその利用に係る施設設備を原状に回復

しなければならない。

（損害賠償）

第16条 利用者は、故意又は自己の責めに帰すべき過失により建物、附属設備若しく
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はその他の物件を損傷し、又は滅失したときは、その損害を賠償しなければならな

い。ただし、町長がやむを得ない事情によると認めるときは、この限りでない。

（指定管理者による施設の現状変更）

第17条 指定管理者は、施設の改修、増設その他町長が別に定める現状変更を行おう

とするときは、あらかじめ町長の承認を受けなければならない。

（委任）

第18条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成28年４月１日から施行する。

（準備行為）

２ 第８条の規定による利用の許可及びこれに関し必要な手続その他の行為は、この

条例の施行前においても行うことができる。

別表（第７条関係）

施設利用料金 （消費税及び地方消費税を含む。）

区分 利用単位 利用料金の上限額（円）

建物 １平方メートルにつき１月 1,760

土地 １平方メートルにつき１月 1,250

備考

１ 電気、ガス、上下水道、機器等（以下「電気等」という。）を使用させる場合に

は、この表に定める利用料金のほか、電気等の料金又は設備等に要する実費相当

額を納付するものとする。この場合において、電気等を使用するための設備等は

利用者の負担とする。

２ 利用する面積に１平方メートル未満の端数が生じた場合は、その端数を切り上

げる。

３ 月の途中で利用を開始し、又は終了した場合の利用料金は、日割りをもって計

算した額とする。

４ 利用期間が１箇月未満であるときは、10円未満を切り捨てた日割り計算とする。

説 明

士幌町地域創造発信拠点施設の設置に伴い、条例を制定するものである。
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議案第21号

士幌町役場出張所設置条例案

士幌町役場出張所設置条例

（趣旨）

第１条 この条例は、町長の権限に属する事務を分掌させるために、地方自治法（昭

和22年法律第67号）第155条第1項の規定に基づき、出張所の設置に関して必要な事

項を定めるものとする。

（名称及び位置）

第２条 出張所の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置 所轄区域

士幌町役場中士幌出張所 士幌町字中士幌西２線77番地 中士幌地区全域

（委任）

第３条 この条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

中士幌分遣所が町の施設になることに伴い、役場の出張所として位置付けするため

に必要な事項を定めるため、条例を制定するものである。
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議案第22号

士幌町行政不服審査会条例案

士幌町行政不服審査会条例

（趣旨）

第１条 この条例は、行政不服審査法（平成26年法律第68号。以下「法」という。）第

81条第４項の規定に基づき、法の規定によりその権限に属させられた事項を処理す

るための機関の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

（名称）

第２条 前条の機関の名称は、士幌町行政不服審査会（以下「審査会」という。）とす

る。

（所掌事務）

第３条 審査会は、法の規定によりその権限に属させられた事項を処理する。

（組織）

第４条 審査会は、委員５人以内をもって組織する。

（委員）

第５条 委員は、審査会の権限に属する事項に関し公正な判断をすることができ、か

つ、法律若しくは条例又は行政に関して優れた識見を有する者のうちから、町長が

委嘱する。

２ 委員の任期は、３年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。

３ 委員は、再任されることができる。

４ 委員の任期が満了したときは、当該委員は、後任者が委嘱されるまで引き続きそ

の職務を行うものとする。

５ 町長は、審査会の委員が次の各号のいずれかに該当する場合は、これを解任する

ことができる。

(1) 心身の故障のため、職務を行うことができないと認めるとき。

(2) その職に必要な適格性を欠くと認めるとき。

(3) 公職の地位により委嘱された委員が、その公職の地位を離れたとき。

（委員の守秘義務）

第６条 委員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も、同様とする。

（会長）
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第７条 審査会に、会長を置く。

２ 会長は、委員の互選によって定める。

３ 会長は、審査会を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。

４ 会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、委員のうちから会長があらかじ

め指名する委員がその職務を代理する。

（会議）

第８条 審査会の会議は、会長が招集し、議長となる。

２ 審査会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決する

ところによる。

（委任）

第９条 この条例に定めるもののほか、審査会の運営その他必要な事項は、会長が審

査会に諮って定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、法の施行の日（平成28年４月１日）から施行する。

（準備行為）

２ 第５条第１項の規定による審査会の委員の委嘱に関し必要な行為は、この条例の

施行の日前においても、同項の規定の例によりすることができる。

（報酬に関する条例の一部改正）

３ 報酬に関する条例 (昭和31年条例第24号）の一部を次のように改正する。

別表中子ども・子育て会議委員の項の次に次のように加える。

行政不服審査会 会長 日額１２，０００円

委員 日額１２，０００円

説 明

行政不服審査法の改正に伴い、第三者機関の設置基準を規定するため、条例を制定

するものである。
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議案第23号

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例案

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

(士幌町手数料徴収条例の一部改正)

第１条 士幌町手数料徴収条例(昭和43年条例第６号)の一部を次のように改正する。

第４条第６号中「町長」の次に「（別表第１（14）の項に掲げる手数料にあって

は、審理員、審査庁又は士幌町行政不服審査会）」を加える。

別表第１に次のように加える。

(14) 行政不服審査関係資料を複写したもの

等の交付

ア 行政不服審査法（平成26年法律第68号）

第38条第１項（同法第９条第３項の規定

により読み替えて適用する場合及び他の

法律で準用する場合を含む。）の規定に

基づく交付

（ア） 複写又は出力の方法による場合 １件 用紙１枚につき10円（カ

ラーの場合にあっては

20円）。ただし、両面に

複写し、又は出力した場

合にあっては、片面を１

枚として算定する。

（イ） 行政手続等における情報通信の技術

の利用に関する法律(平成14年法律第

151号。以下「情報通信技術利用法」と

いう。)第４条第１項の規定により同項

に規定する電子情報処理組織を使用し

て行う方法による場合

１件 （ア）の方法によってす

るとしたならば複写さ

れ、又は出力される１枚

につき10円
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イ 行政不服審査法第81条第３項の規定に

より準用する同法第78条第１項の規定に

基づく交付

（ア） 複写又は出力の方法による場合 １件 用紙１枚につき10円（カ

ラーの場合にあっては、

20円）。ただし、両面に

複写し、又は出力した場

合にあっては、片面を１

枚として算定する。

（イ） 情報通信技術利用法第４条第１項の

規定により同項に規定する電子情報処

理組織を使用して行う方法による場合

１件 （ア）の方法によってす

るとしたならば複写さ

れ、又は出力される１枚

につき10円

（士幌町町税条例の一部改正）

第２条 士幌町町税条例（昭和43年条例第15号）の一部を次のように改正する。

第18条の２第１項中「不服申立て」を「審査請求」に改める。

（士幌町行政手続条例の一部改正）

第３条 士幌町行政手続条例（平成10年条例第１号）の一部を次のように改正する。

第３条第10号中「、異議申立て」及び「、決定」を削る。

第19条第２項第４号中「ことのある」を削る。

（士幌町固定資産評価審査委員会条例の一部改正）

第４条 士幌町固定資産評価審査委員会条例（平成11年条例第18号）の一部を次のよ

うに改正する。

第４条第２項第１号中「住所」の次に「又は居所」を加え、同項中第４号を第５

号とし、第３号を第４号とし、第２号を第３号とし、第１号の次に次の１号を加え

る。

(2) 審査の申出に係る処分の内容
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第４条第３項中「住所」の次に「又は居所」を加え、「行政不服審査法（昭和37

年法律第160号）第13条第１項」を「行政不服審査法施行令（平成27年政令第391号）

第３条第１項」に改め、同条に次の１項を加える。

６ 審査申出人は、代表者若しくは管理人、総代又は代理人がその資格を失ったと

きは、書面でその旨を委員会に届け出なければならない。

第６条中第３項を第４項とし、第２項ただし書を削り、同項を第３項とし、第１

項の次に次の１項を加える。

２ 前項の規定にかかわらず、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する

法律（平成14年法律第151号。第10条第１項第２号及び第２項第３号において「情

報通信技術利用法」という。）第３条第１項の規定により同項に規定する電子情

報処理組織を使用して弁明がされた場合には、前項の規定に従って弁明書が提出

されたものとみなす。

第６条に次の１項を加える。

５ 委員会は、審査申出人から反論書の提出があったときは、これを町長に送付し

なければならない。

第11条第１項中「においては、」の次に「次に掲げる事項を記載し、委員会が記

名押印した」を加え、同項に次の各号を加える。

(1) 主文

(2) 事案の概要

(3) 審査申出人及び町長の主張の要旨

(4) 理由

（士幌町情報公開条例の一部改正）

第５条 士幌町情報公開条例（平成12年条例第125号）の一部を次のように改正する。

目次中「不服申立て（第16条・第17条）」を「審査請求（第15条の２～第17条）」

に改める。

第11条第３項及び第13条第３項中「不服申立て」を「審査請求」に改める。

第４章を次のように改める。
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第４章 審査請求

（審理員による審理手続に関する規定の適用除外）

第15条の２ 公開等の決定又は公開請求に係る不作為に係る審査請求については、

行政不服審査法（平成26年法律第68号）第９条第１項の規定は、適用しない。

（審査会への諮問）

第16条 公開等の決定又は公開請求に係る不作為について、審査請求があったとき

は、当該審査請求に対する裁決をすべき実施機関は、次の各号のいずれかに該当

する場合を除き、その審査請求がされた日から14日以内に審査会に諮問しなけれ

ばならない。

(1) 審査請求が明らかに不適法であり、却下する場合

(2) 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る公文書の全部を公開

することとする場合（第13条第3項に規定する第三者から当該公文書の公開につ

いて反対の意思を表示した意見書が提出されている場合を除く。）

２ 前項の規定による諮問は、行政不服審査法第９条第３項において読み替えて適

用する同法第29条第２項の弁明書の写しを添えてしなければならない。

３ 審査会は、第１項の規定により諮問を受けたときは、これを審査し、諮問を受

けた日から60日以内に、答申するよう努めなければならない。

４ 実施機関は、前項の審査会の答申を最大限度尊重し、答申を受けた日から14日

以内に当該審査請求に対する裁決をし、理由を付して審査請求人に通知しなけれ

ばならない。

(第三者からの審査請求を棄却する場合等における手続)

第17条 第13条第３項の規定は、次の各号のいずれかに該当する裁決をする場合に

ついて準用する。

(1) 公開決定に対する第三者からの審査請求を却下し、又は棄却する裁決

(2) 審査請求に係る公開等の決定（公開請求に係る公文書の全部を公開する旨の

決定を除く。）を変更し、当該審査請求に係る公文書を公開する旨の裁決（第

三者である参考人が当該公文書の公開に反対の意思を表示している場合に限

る。）

（士幌町個人情報保護条例の一部改正）

第６条 士幌町個人情報保護条例（平成17年条例第25号）の一部を次のように改正す

る。

目次中「不服申し立て」を「審査請求」に改める。
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第４章を次のように改める。

第４章 審査請求

（審理員による審理手続に関する規定の適用除外）

第30条 開示請求に対する決定、訂正請求に対する決定、利用停止請求に対する決

定又は開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為に係る審査請求に

ついては、行政不服審査法（平成26年法律第68号）第９条第１項の規定は、適用

しない。

（審査請求）

第31条 実施機関は、開示請求に対する決定、訂正請求に対する決定、利用停止請

求に対する決定又は開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為につ

いて、審査請求があったときは、次の各号のいずれかに該当する場合を除き、審

査会に諮問して、当該審査請求に対する裁決を行うものとする。

(1) 審査請求が不適法であり、却下する場合

(2) 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る個人情報の全部を開

示することとする場合（第20条第２項に規定する第三者から当該個人情報の開

示について反対意見書が提出されている場合を除く。）

(3) 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る個人情報の訂正をす

ることとする場合

(4) 裁決で、審査請求の全部を認容し、当該審査請求に係る個人情報の利用停止

をすることとする場合

２ 前項の規定による諮問は、行政不服審査法第９条第３項において読み替えて適

用する同法第29条第２項の弁明書の写しを添えてしなければならない。

３ 第１項の規定により諮問した実施機関は、次の各号に掲げる者に対し、諮問を

した旨を通知しなければならない。

(1) 審査請求人及び参加人（行政不服審査法第13条第４項に規定する参加人をい

う。以下同じ。）

(2) 開示請求者、訂正請求者又は利用停止請求者（これらの者が審査請求人又は

参加人である場合を除く。）

(3) 審査請求に係る個人情報の開示について、反対意見書を提出した第三者（当

該第三者が審査請求人である場合を除く。）

第32条 前条第１項の規定により諮問した実施機関は、審査会の答申があったとき

は、その答申を尊重して当該審査請求に対する裁決を行わなければならない。

（第三者からの審査請求を棄却する場合等における手続等）

第33条 第20条第２項の規定は、次の各号のいずれかに該当する裁決をする場合に
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ついて準用する。

(1) 開示決定に対する第三者からの審査請求を却下し、又は棄却する裁決

(2) 審査請求に係る開示決定（開示請求に係る個人情報の全部を開示する旨の決

定を除く。）を変更し、当該審査請求に係る個人情報を開示する旨の裁決（第

三者である参加人が当該個人情報の開示に反対の意思を表示している場合に限

る。）

（士幌町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正）

第７条 士幌町情報公開・個人情報保護審査会条例（平成18年条例第３号）の一部を

次のように改正する。

第５条の見出し中「不服申立人等」を「審査請求人等」に改め、同条中「不服申

立人」を「審査請求人、参加人（行政不服審査法（平成26年法律第68号）第13条第

４項に規定する参加人をいう。）」に改める。

（士幌町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正）

第８条 士幌町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年条例第33号）

の一部を次のように改正する。

第５条第２号中「不服申立て」を「審査請求」に改める。

（職員の給与に関する条例の一部改正）

第９条 職員の給与に関する条例（昭和31年条例第20号）の一部を次のように改正す

る。

第14条の３第６項中「行政不服審査法（昭和37年法律第160号）による不服申し立

て」を「審査請求」に改める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、行政不服審査法（平成26年法律第68号）の施行の日（平成28年４月

１日）から施行する。

（経過措置）

２ 行政庁の処分その他の行為又は不作為についての不服申立てであつてこの条例の

施行前にされた行政庁の処分その他の行為又はこの条例の施行前にされた申請に係

る行政庁の不作為に係るものについては、この附則に特別の定めがある場合を除き、

なお従前の例による。
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３ 第４条の規定による改正後の固定資産評価審査委員会条例第４条第２項、第３項

及び第６項、第６条第２項、第３項及び第５項並びに第11条第１項の規定は、平成

28年度以後の年度分の固定資産税に係る固定資産について固定資産課税台帳に登録

された価格に係る審査の申出について適用し、平成27年度までの固定資産税に係る

固定資産について固定資産課税台帳に登録された価格に係る審査の申出（申出期間

の初日が平成28年４月１日以後である審査の申出を除く。）については、なお従前

の例による。

４ 第８条の規定による改正後の士幌町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

第５条第２号の規定は、同条例第４条の規定による平成28年度分以降の業務の状況

の報告について適用し、平成27年度における業務の状況の報告については、なお従

前の例による。

説 明

行政不服審査法の改正に伴い、条例を改正するものである。

- 46 -



議案第24号

士幌町防災会議条例の一部を改正する条例案

士幌町防災会議条例の一部を改正する条例

士幌町防災会議条例（昭和37年条例第19号）の一部を次のように改正する。

第３条第５項第７号中「北十勝消防事務組合」を「とかち広域消防事務組合」に改

め、「及び士幌消防団長」を削り、同項中第10号を第11号とし、第９号を第10号とし、

第８号を第９号とし、第７号の次に次の１号を加える。

(8) 士幌消防団長

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

北十勝消防事務組合が解散され、とかち広域消防事務組合に統合されることに伴い、

条例を改正するものである。
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議案第25号

士幌町職員の公務員倫理に関する条例の一部を改正する条例案

士幌町職員の公務員倫理に関する条例の一部を改正する条例

士幌町職員の公務員倫理に関する条例（平成11年条例第24号）の一部を次のように

改正する。

第１条中「並びに町長、副町長をいう。」を「及び同条第３項第１号に規定する特別

職に属する職員（議会議員を除く。）」に改める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

説 明

一般職及び特別職の区分を地方公務員法の規定に併せるため、条例を改正するもの

である。

- 48 -



議案第26号

士幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に

関する条例の一部を改正する条例案

士幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に

関する条例の一部を改正する条例

士幌町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例（平

成27年条例第３号）の一部を次のように改正する。

別表を次のように改める。

別表（第３条関係）

１ 特定教育・保育（教育に限る。）、特別利用教育、特別利用保育又は特別利用

地域型保育を受けたときの利用者負担の額

各月初日において教育又は保育を受ける支給認定子どもの属

する世帯の階層区分 利用者負担の月額

（単位 円）階層区分 定義

A 生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保

護世帯（単給世帯を含む。）

0

(0)

〈0〉

B A階層を除き、当該年度分（４月から８月までにあ

っては、前年度分。以下同じ。）の市町村民税非

課税世帯

1,000

(500)

〈0〉

C A階層を除き、当該年度分の市町村民税課税世帯の

うち、均等割のみ課税される世帯

6,000

（3,000）

〈0〉

D A階層及びC階層を除き当該年度分の市町村民税課

税世帯であって、所得割課税額のある世帯

10,000

（5,000）

〈0〉

備考

１ この表における支給認定子どもの年齢計算については、子どものための教

育・保育給付に係る教育又は保育が行われた日の属する年度の初日の前日を基

準日として行うものとし、その年齢は、当該年度中に限り変更しないものとす
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る。

２ 支給認定子どもの属する世帯が次に掲げる世帯の場合は、この表の規定にか

かわらず、利用者負担額は無料とする。

①「母子世帯等」…女子で現に児童を扶養しているものの世帯及びこれに準じ

る父子の世帯

②「在宅障害児（者）のいる世帯」…次に掲げる児（者）を有する世帯

ア 身体障害者手帳の交付を受けた者

イ 療育手帳の交付を受けた者

ウ 特別児童扶養手当の支給対象児、障害基礎年金等の受給者

③「その他の世帯」…保護者の申請に基づき、町長が認めた世帯

３ 支給認定子どもの区分に係る利用者負担額の適用は、次に掲げるとおりとす

る。

① 第１子の子ども 利用者負担の月額の欄の上段の額

② 第２子の子ども 利用者負担の月額の欄の中段（ ）内の額

③ 第３子以降の子ども 利用者負担の月額の欄の下段〈 〉内の額

４ 月途中入退園に伴う利用者負担額については、次の算式により得た額をその

支給認定子どもの利用者負担額とする。

算式１（月途中入園の支給認定子どもの場合）

この表の世帯の階層区分によって定まる支給認定子どもの利用者負担の月額

×その月の月途中入園日からの開園日数（20日を超える場合は20日）÷20日

（注）10円未満の端数は切り捨てる。

算式２（月途中退園の支給認定子どもの場合）

この表の世帯の階層区分によって定まる支給認定子どもの利用者負担の月額

×その月の月途中退園日の前日までの開園日数（20日を超える場合は20日）÷

20日

（注）10円未満の端数は切り捨てる。

２ 特定教育・保育（保育に限る。）、又は特定地域型保育（特別利用地域型保育

を除く。）を受けたときの利用者負担の額

各月初日において保育を受ける支給認定

子どもの属する世帯の階層区分

利用者負担の月額

（単位 円）

階層区分 定義 ３歳未満の

子ども

３歳の子ど

も

４歳以上の

子ども
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A 生活保護法による被保護世帯

（単給世帯を含む。）

0

（0）

〈0〉

0

（0）

〈0〉

B A階層を除き、当該年度分（４

月から８月までにあっては、前

年度分。以下同じ。）の市町村

民税非課税世帯

2,420

（1,210）

〈0〉

1,620

(810)

〈0〉

C A階層を除き、当該年度分の市

町村民税課税世帯のうち、均等

割のみ課税される世帯

9,800

（4,900）

〈0〉

6,620

（3,310）

〈0〉

D１ A階層及びC

階層を除き、

当該年度分

の市町村民

税の課税世

帯であって、

その所得割

課税額が次

の区分に該

当する世帯

5,000円未満 12,870

（6,430）

〈0〉

9,360

（4,680）

〈0〉

D２ 5,000円以上

48,600円未満

14,260

（7,130）

〈0〉

10,840

（5,420）

〈0〉

D３ 48,600円以上

97,000円未満

17,910

（8,950）

〈0〉

14,260

（7,130）

〈0〉

D４ 97,000円以上

145,000円未満

19,880

（9,940）

〈0〉

16,180

（8,090）

〈0〉

D５ 145,000円以上

169,000円未満

25,350

（12,670）

〈0〉

22,270

（11,130）

〈0〉

D６ 169,000円以上

193,000円未満

30,000

（15,000）

〈0〉

27,000

（13,500）

〈0〉

26,000

（13,000）

〈0〉

D７ 193,000円以上

217,000円未満

34,850

（17,420）

〈0〉

32,190

（16,090）

〈0〉

28,090

（14,040）

〈0〉

D８ 217,000円以上

241,000円未満

40,000

（20,000）

32,870

（16,430）

28,090

（14,040）
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〈0〉 〈0〉 〈0〉

D９ 241,000円以上

301,000円未満

44,500

（22,250）

〈0〉

32,870

（16,430）

〈0〉

28,090

（14,040）

〈0〉

D10 301,000円以上

397,000円未満

56,160

（28,080）

〈0〉

32,870

（16,430）

〈0〉

28,090

（14,040）

〈0〉

D11 397,000円以上 61,960

（30,980）

〈0〉

32,870

（16,430）

〈0〉

28,090

（14,040）

〈0〉

備考

１ この表における支給認定子どもの年齢計算については、子どものための教

育・保育給付に係る教育又は保育が行われた日の属する年度の初日の前日を基

準日として行うものとし、その年齢は、当該年度中に限り変更しないものとす

る。

２ 支給認定子どもの属する世帯が次に掲げる世帯の場合は、この表の規定にか

かわらず、利用者負担額は無料とする。

①「母子世帯等」…女子で現に児童を扶養しているものの世帯及びこれに準じ

る父子の世帯

②「在宅障害児（者）のいる世帯」…次に掲げる児（者）を有する世帯

ア 身体障害者手帳の交付を受けた者

イ 療育手帳の交付を受けた者

ウ 特別児童扶養手当の支給対象児、障害基礎年金等の受給者

③「その他の世帯」…保護者の申請に基づき、町長が認めた世帯

３ 支給認定子どもの区分に係る利用者負担額の適用は、次に掲げるとおりとす

る。

① 第１子の子ども 利用者負担の月額の欄の上段の額

② 第２子の子ども 利用者負担の月額の欄の中段（ ）内の額

③ 第３子以降の子ども 利用者負担の月額の欄の下段〈 〉内の額

４ 月途中入退園に伴う利用者負担額については、次の算式により得た額をその

支給認定子どもの利用者負担額とする。

算式１（月途中入園の支給認定子どもの場合）

この表の世帯の階層及びその支給認定子どもの年齢の区分によって定まる支

給認定子どもの利用者負担の月額×その月の月途中入園日からの開園日数（25
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日を超える場合は25日）÷25日

（注）10円未満の端数は切り捨てる。

算式２（月途中退園の支給認定子どもの場合）

この表の世帯の階層及びその支給認定子どもの年齢の区分によって定まる支

給認定子どもの利用者負担の月額×その月の月途中退園日の前日までの開園日

数（25日を超える場合は25日）÷25日

（注）10円未満の端数は切り捨てる。

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業を利用する多子世帯及びひとり親世帯

等への利用者負担の軽減を図ることを目的とし、条例を改正するものである。
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士幌町総合研修センター設置条例の一部を改正する条例案

士幌町総合研修センター設置条例の一部を改正する条例

士幌町総合研修センター設置条例（平成27年条例第７号）の一部を次のように改正

する。

別表１基本使用料木工室の項を削り、研修室の項の次に次のように加える。

トレーニング室 無料 無料

附 則

この条例は、平成28年５月１日から施行する。

説 明

木工室を廃止して、トレーニング室を新設するため、条例を改正するものである。
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議案第28号

士幌町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例案

士幌町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例

士幌町学校給食センター設置条例（平成27年条例第８号）の一部を次のように改正

する。

第６条を第７条とし、第５条を第６条とし、第４条の次に次の１条を加える。

（学校給食費の減免）

第５条 教育委員会は、特に必要があると認めるときは、教育委員会規則の定めると

ころにより学校給食費を減免することができる。

附 則

この条例は、平成28年４月１日から施行する。

説 明

小・中学校に在籍する第３子以降の児童生徒に係る学校給食費を免除するため、学

校給食費の減免規定を追加するものである。
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議案第 29 号

平成28年度士幌町一般会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町一般会計予算を、別

案のとおり提出する。
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議案第30号

平成28年度士幌町国民健康保険事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町国民健康保険事業特

別会計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第31号

平成28年度士幌町後期高齢者医療事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町後期高齢者医療事業

特別会計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第32号

平成28年度士幌町介護保険事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町介護保険事業特別会

計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第33号

平成28年度士幌町介護サービス事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町介護サービス事業特

別会計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第34号

平成28年度士幌町簡易水道事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町簡易水道事業特別会

計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第35号

平成28年度士幌町公共下水道事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町公共下水道事業特別

会計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第36号

平成28年度士幌町農業共済事業特別会計予算

地方自治法第2 1 1条第１項の規定により、平成28年度士幌町農業共済事業特別会

計予算を、別案のとおり提出する。
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議案第37号

平成28年度士幌町国民健康保険病院事業会計予算

地方公営企業法第24条第２項の規定により、平成28年度士幌町国民健康保険病院

事業会計予算を、別案のとおり提出する。
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